
地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ（２）

本日の検討内容

①公共施設に関して検討すべき課題

検討すべき課題を予め共有しておくことが重要です。資料

２に示された「検討すべき課題」について、過不足が無いか

確認しましょう。

②課題解決の狙いと方策

課題を解決することで、どのようなことが達成されている

必要があるかを予め共有しておくことが重要です。資料２に

示された「課題解決の狙い」は、前回のワークショップでの

議論を踏まえて作成されています。過不足が無いか確認しま

しょう。

また、潟東地区での公共施設に関する課題は、どのような

方法で解決すればよいでしょうか。その具体的な方策や考え

方について議論しましょう。対応の考え方やコンセプトを定

める上でのアイデアをご提案ください。

③解決策の検討プロセス

課題を解決するための方策を検討するための手順を予め共

有しておくことが重要です。資料２に示された検討プロセス

や成果（地区別実行計画の項目）の内容について確認しまし

ょう。
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（参考）ファシリテーターのご紹介 

  今回もグループ討議の進行をファシリテーターがサポートします。前回に

引き続き下記のファシリテーターが担当します（グループによって交代する

場合もあります）。

篠田 さやか オフィスキュア

坂本 千晴 株式会社 Ｃ-ＲＯＷ（シロウ）

浜田 素子 せたがやオルタナティブハウジングサポート

小口 優子 有限会社 まち処計画室

原田 正隆 株式会社 まちづくり商会


